
・高あずきポリフェノール食摂食は、非ストレス負荷群とストレス負荷群の間
に社会的相互作用比率の有意な差を示した。高あずきポリフェノール食摂取は
環境要因により、社会的相互作用比率に影響することが示された。

・高あずきポリフェノール食摂取時は、非ストレス負荷群において、大腸内で
生成される酪酸濃度が減少するが、ストレス負荷群では酪酸濃度が増加した。。
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目 的

成 果

新煮熟法により得られた高あずきポリフェノール含有煮あずき粉末をうつモデ
ルマウスに摂食させることで、うつ病の発症要因である体内の酸化ストレスの軽減
に対するあずきポリフェノールの作用を分析し、あずきの有効性を証明すると同時
にうつ病に対する新しい食事療法を提起することめざす。

②高あずきポリフェノール食は、ストレスの有無により盲腸内容物中の酪酸
濃度を増減させる要因となる

③高あずきポリフェノール食は、ストレスの有無による社会的相互作用比率
の増減に関与する。

・ストレス負荷群において、炎症サイトカインの1つであるIL-6の増加が観察さ
れたが、あずきポリフェノール食を摂取したことによる抑制等の影響は観察さ
れなかった。

①炎症性サイトカイン分泌に影響しない
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